
 地域でつくるみんなの避難計画 

１ 活動の概要 

活動名 中島区みんなの避難計画 

対象地域 大津町中島区 

運営主体 中島区自治会 

活動の種類 

① 集いの場  ②見守り活動  ③防犯・防災活動 

④困りごと・生活相談  ⑤移動・送迎支援  

⑥地域のイベント ⑦その他（        ） 

活動日時 
年１回防災訓練を実施 

役員会で、定期的に避難計画の見直しを実施 

対象者 中島区住民 

協力団体 大津町社会福祉協議会、行政 

運営財源 自治会費 
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２ 活動を始めたきっかけ 

 中島区は、白川流域沿いにあり、昔から水害の危険性が高い地域だった。

住民も毎年のように水害を心配していた。熊本地震後、行政より災害時 

避難行動要支援者名簿が区に配布されたが、名簿の活用方法について 

悩んでいた。町社協に相談したところ、避難訓練に活用してはどうかとの

提案があり、役員会で説明。役員の同意もあり、役員会の時に話し合いを

開始。熊本地震を振り返り、地区の避難計画を作成することになった。 

平成３０年度に１年をかけて「中島区みんなの避難計画」を作成した。 

 

３ 活動の内容 

・中島区みんなの避難計画を作成（避難の判断基準や避難方法の手順、 

避難所情報、連絡先一覧、各組の住民名簿など、住民に承諾を得て掲載） 

・避難計画の定期的な見直し（年１回総会時に実施） 

・避難計画を用いた避難訓練の実施（年１回実施） 

 

４ 特徴やポイント 

・誰が、どこに、どのように避難するかを確認し、名簿に掲載している。 

・避難計画を全世帯に配布及び避難所に設置し、区全員で共有。 

（各世帯には、各組の情報を配布。役員向けには全情報を掲載し配布） 

・個別の要支援者情報の共有…特に支援が必要な方については、本人の  

了解のもと、地域住民に情報を共有。 

（例：聴覚障がいの方⇒避難警告の呼びかけや防災放送が聞こえない など） 

・白川の危険水域の目盛表示についても、町に相談し表示の変更を実施。 

 

５ 課題（現在と今後） 

・住民間で完全合意が出来ているわけではない（個人情報の問題） 

・避難計画を活かす（作成して終わりにせず、継続的に活用していく） 

・状況に合わせて避難計画の定期的な見直し・修正を実施していく 

 

６ 問い合わせ 

 大津町社会福祉協議会 ☎０９６－２９３－２０２７ 
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